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ルスツでの世界選手権まで
あと 1 年。スキーO 挑戦者た
ちが続々名乗りをあげた。 
スキーO シーンは戦国時代に
突入した。 
 
2008 年 2 月 9-11 日 山形県・山辺町 
スキーオリエンテーリング 3days 
 

名乗りを上げた田中陽希 
田中陽希（イーストウインド）は、
今回初めてスキーOに挑戦し、堀江に続
く成績を叩き出した超新人。現在はア
ドベンチャーレーサーとしてレーシン
グチーム「イーストウインド」に所属。
アドベンチャーレーサーでもあり、オ
リエンティアでもある田中正人の指導
を受けている。 
2007 年シーズンからはフット O競技
にも挑戦し、ナビゲーションもかなり
上達したようだ。 
北海道で育ち、クロスカントリース
キーに親しむ。大学ではクロスカント
リースキーヤーとして第一線で活躍し
た。 
今回のスキーO 大会参加ではクロカ
ンスキーは 2 年ぶりというものの、そ
のスキー技術と体力は目を見張るもの
がある。 
スキーO 独自の技術を身につければ
世界で戦える選手になることは間違い
ない。 

 
田中陽希（イーストウインド） 

 
 

3 戦全勝！堀江守弘 
堀江守弘（ブルータグ）は今や日本
のエース。今回のレースでも 3 戦全勝
を飾り、その実力を見せ付ける。その
目は常に世界を向いている。 
丸山哲史の引退後、今まで国内・敵
なしだったが、新たに田中陽希、高橋
善徳の参入により切磋琢磨する環境が
日本国内でもできつつある。 

 
堀江守弘（ブルータグ） 

 
 

9 年ぶりに復帰！高橋善徳 
フット O で何度も日本代表となった
高橋善徳（みちの会）。雪国でもある福
島県会津の出身でクロスカントリース
キーとの付き合いは古い。スキーO は
10 年ほど前に何度も参加している。 
その後フット O に専念し、2005 年に
愛知県で行われたフット O 世界選手権
では日本代表入りを果たした。フット O
で発揮される、優れた身体能力に期待
がかかる。 
今シーズンよりスキーOに再び参入、
日本で開催される世界選手権へ再び日
本代表として参加を目指す。 
今シーズンはトレーニングにクロス
カントリースキーを取り入れ、滑走技
術も高い。 

 
高橋善徳（みちの会） 

 

赤丸付き急上昇！ 黒田幹朗 
日本男子の中堅に食い込んだ黒田幹
朗（水篶刈）は、クロカンスキー歴は
短いが短期集中トレーニングで今年一
気に頭角をあらわした。勢いで 2008 年
最初のワールドカップスイス大会にも
出場を果たした。 
体力面や技術面での伸びしろがまだ
まだ大きく、この上達ペースで行くと
どこまで伸びるのか楽しみだ。 
通常のクロカンコースでのトレーニ
ングが多いため、ナロートラックでの
練習が不足がちなところが悩み。 

 
雪に埋まる黒田幹朗（水篶刈） 
スコア Oの残り時間あと 20 秒。山すそか
らフィニッシュの雪原にダイブ！ 
ワイルドなエクストリーム・スノー・スポ
ーツ。それがスキーオリエンテーリング。
でも無理はしないように。 
 

実力者続々！ 
このほか、ベテランの元木悟や山田
敦史も安定した成績を出しており、ス
キーO 男子は競り合いの様相を見せて
いる。 
体力が重要なのは当然だが、それ以
外にもさまざまな技術が必要なスキー
オリエンテーリングは自分の得意分野
を伸ばしてそれぞれの領域で勝負して
いる。 
ナビゲーション技術、雪質やテレイ
ンに合わせた滑走技術、マテリアル（用
具）整備など各方面の実力者が持ち味
を活かして勝負する。 

挑戦者続々！スキーO戦国時代 
 

大会 
報告 

木村佳司 
スキーオリエンテーリング3days 大会 2008 年 2 月 9-11 日 山形県山辺町 
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上位成績 
スプリント競技（2 月 10 日午前） 
ブラッククラス（エキスパート） 
1 堀江守弘 0:16:25 BLUETAG 
2 田中陽希 0:18:32 イーストウインド 
3 元木悟 0:19:13 Team白樺 
10 白鳥桂子 0:25:26 
12 高橋美和 0:26:09 水篶刈 
17 元木友子 0:37:23 Team白樺 
レッドクラス（上級者） 
1 高原 進 0:29:57 スキーO研究会 
2 町井 稔 0:36:16 
3 小林岳人 1:17:26 ES関東 C 
グリーンクラス（中級者） 
1 本間信行 0:23:42 越王会 
2 弘中 進 0:25:00 岩国 OLC 
3 磯村富也 0:27:35 岩国 OLC 
ブルークラス（初級者） 
1 原 宏輔 0:34:22 
2 森田昌樹 0:35:39 
3 羽鳥咲和 0:50:49 
 
ミドル競技（2 月 10 日午後） 
ブラッククラス（男子エキスパート） 
1 堀江守弘 0:51:09 BLUETAG 
2 元木 悟 1:00:56 Team白樺 
3 田中陽希 1:01:50 イーストウインド 
4 高橋善徳 1:01:56 みちの会 
5 山田敦史 1:02:12 青葉会 
6 黒田幹朗 1:05:29 水篶刈 

レッドクラス（女子エキスパート） 
1 元木友子 1:12:59 Team白樺 
2 高橋美和 1:13:05 水篶刈 
3 木村佳司 1:23:01 長野県OL協会 
グリーンクラス（中級者） 
1 高原 進 0:27:39 スキーO研究会 
2 弘中 進 0:28:05 岩国 OLC 
3 本間信行 0:31:50 越王会 
ブルークラス（初級者） 
1 羽鳥咲和 0:55:28 
2 羽鳥亜希子 0:55:38 
 
ミニスコア競技（2 月 11 日） 
ブラッククラス（エキスパート） 
1 堀江守弘 300 点 BLUETAG 
2 田中陽希 300 点 イーストウインド 
3 高橋善徳 270 点 みちの会 
レッドクラス（上級者） 
1 高橋美和 230 点 水篶刈 
2 志賀亮太 155 点 筑波大学 
3 高野由紀 125 点 東京OLC 
グリーンクラス（中級者） 
1 高原 進 150 点 スキーO研究会 
2 本間信行 125 点 越王会 
3 町井 稔 115 点  
 

素晴らしい競技環境 
2 月 9日夜から 2月 10日朝にかけて
大量の積雪があった。しかし運営者の
努力によりコース整備され、予定され

たレースは全て実施された。 
さすがに2月 10日午前のスプリント
競技中はフワフワの雪質だったが、午
後のミドル競技にはコースコンディシ
ョンも落ち着き、絶好のコースとなっ
た。2月 11日に行われたスコア Oは暖
かい日になり、よいコンディションで
競技することができた。 
素晴らしい 3 日間を提供してくださ
った運営者の皆様、ありがとうござい
ました。 
 

 
スコアOで一斉スタートする木村（右） 
良く晴れた環境の中、素晴らしいレースを
楽しめた。 

（木村佳司） 
 

スコアO（2月11日）で使用した地図 制限時間60分
フットとは異なるスキーOならではのルートプラン戦略が必要


